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　日本の歴史で，小国を治める権
けん

力
りょく

者
しゃ

が登場したのは弥
や よ い

生時代のことです。稲
いな

作
さく

の広まりによっ

て，指導者や支配者が現れました。邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の卑
ひ

弥
み

呼
こ

は呪
じゅ

術
じゅつ

（まじない）によって国を治めてい

たといわれています。 4世紀ごろには，大
おお

王
きみ

を中心とした豪
ごう

族
ぞく

たちの連合政
せい

権
けん

であるヤマト政
せい

権
けん

が誕
たん

生
じょう

し，国土の統一がすすめられていきました。やがて，中国の唐
とう

にならって，律
りつ

令
りょう

というき

まりにもとづく政治が行われるようになりました。天
てん

皇
のう

を中心とした中央集
しゅう

権
けん

国家が形づくられ，

朝
ちょう

廷
てい

とよばれる政治の場が整えられたのです。国家の権
けん

力
りょく

によって，人々が支配される時代にな

ったといえます。

　しかし，租
そ

・調
ちょう

・庸
よう

の税や労
ろう

役
えき

・兵
へい

役
えき

などの重い負
ふ

担
たん

が農民に課される一方，貴
き

族
ぞく

や寺社の私
し

有
ゆう

地
ち

（荘
しょう

園
えん

）が広がっていきました。天
てん

皇
のう

が実
じっ

権
けん

をにぎる政治は長続きせず，平
へい

安
あん

時代になると，

政治権
けん

力
りょく

の中心は，貴
き

族
ぞく

の藤
ふじ

原
わら

氏
し

に移っていきました。やがて，武士が登場します。

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

（復元された長
なが

野
の

県
けん

の森
もり

将
しょう

軍
ぐん

塚
づか

古
こ

墳
ふん

）
豪
ご う

族
ぞ く

たちの権
け ん

力
りょく

を示すものとして，古
こ

墳
ふ ん

が築かれました。

『御
み

堂
どう

関
かん

白
ぱく

記
き

』
摂
せ っ

政
しょう

や太
だ い

政
じょう

大
だ い

臣
じ ん

の位についた藤
ふ じ

原
わらのみち

道長
な が

の，自筆の日記です。
復元された平

へい

城
じょう

京
きょう

の大
だい

極
ごく

殿
でん

（奈
な

良
ら

県
けん

）
天
て ん

皇
の う

が位につく儀
ぎ

式
し き

などが行われました。 

吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺
い

跡
せき

（佐
さ

賀
が

県
けん

）
弥
や よ い

生時代には，小さな国が各地に生まれました。

豪
ご う

族
ぞ く

・天
て ん

皇
の う

・貴
き

族
ぞ く

の時代

政治・外交史（1）
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（1）旧
きゅう

石
せっ

器
き

時代
　群

ぐん

馬
ま

県
けん

の岩
いわ

宿
じゅく

遺
い

跡
せき

から旧
きゅう

石
せっ

器
き

が発見されたことによ

って，日本に旧
きゅう

石
せっ

器
き

時代が存
そん

在
ざい

したことが明らかにな

りました。人々は簡
かん

単
たん

なつくりの小屋や洞
どう

くつなどに

住み，狩
か

りや木の実の採集をしながら移動して生活し

ていました。火は用いられていましたが，土器はつく

られていませんでした。

（2）縄
じょう

文
もん

時代
①�　採集生活……人々は，共同で狩

か

りや漁をしたり

木の実を採集したりして，竪
たて

穴
あな

住居で定住生活を

していました。縄
じょう

文
もん

土器の発明によって食べ物の
煮
に

炊
た

きができるようになり，食生活が向上しまし
た。一部では植物の栽

さい

培
ばい

も始まり，縄
じょう

文
もん

時代の終

わりには九州北部に稲
いな

作
さく

が伝えられました。

②�　自然にたよるくらし……当時の人々の食生活やくらしのよ

うすは，貝
かい

塚
づか

からおしはかることができます。人々は自然を

おそれうやまい，まじないによって生きていました。魔
ま

よけ

や安産，豊かな実りを祈
いの

るため，土
ど

偶
ぐう

がつくられたと考えら

れています。

③�　身分の差のない生活……住居のつくりや大きさ，死者の葬
ほうむ

り方に大きな差がないため，このころの社会は，貧富の差や

身分の差がほとんどなかったと考えられています。

　�　青
あお

森
もり

県
けん

の三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺
い

跡
せき

をはじめとする各地の遺
い

跡
せき

の出土品

によって，かなり遠く離
はな

れた地
ち

域
いき

との交易が行われていたこ

とがわかっています。

旧
きゅう

石
せ っ

器
き

時代・縄
じょう

文
も ん

時代……身分の差のないくらし
きゅう

1

日
　本

中
　国

朝
　鮮

ち
ょ
う
　
　
　せ
ん

縄文
時代

じょう　もん

南
北
朝

時
代

漢
かん

隋
ずい

唐
とう

宋
そう

やよい

弥生時代

こ ふん

古墳時代

コ　グ　リョ

こう　く　　り くだら しらぎ

ペク チェ シルラ

高句麗・百済・新羅
コ　リョ

こう　らい
高麗

しらぎ

シルラ

新羅

な　 ら

奈良時代
へい あん

平安時代
あすか

飛鳥時代

ぎ魏
な
ど

220紀元前
202

5世紀
前半

紀元前
4世紀
ごろ

3世紀
半ば～
4世紀

794

979907

710

265 589 618

676 936

旧
きゅう

石
せっ

器
き

時代～弥
や よ い

生時代のおもな遺
い

跡
せき

竪
たて

穴
あな

住居

三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺
い

跡
せき

野
の

尻
じり

湖
こ

遺
い

跡
せき板

いた

付
づけ

遺
い

跡
せき

吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺
い

跡
せき

登
と

呂
ろ

遺
い

跡
せき

岩
いわ

宿
じゅく

遺
い

跡
せき

大
おお

森
もり

貝
かい

塚
づか

志
し

賀
か

島
のしま

●  旧
きゅう

石
せっ

器
き

時代
▲  縄

じょう

文
もん

時代
■  弥

や よ い

生時代

■■
■

■

●

▲

●

▲
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（1）稲
いな

作
さく

の広まり
　弥

や よ い

生時代の中ごろには，稲
いな

作
さく

は，九州から東北まで広まりま

した。田げたを使って田植えが行われたと考えられ，稲
いね

が実る

と，石
いし

包
ぼう

丁
ちょう

で稲
いね

の穂
ほ

をつみとりました。収
しゅう

穫
かく

した稲
いね

は高
たか

床
ゆか

倉庫
に保管され，うすときねを使って脱

だっ

穀
こく

されました。

　弥
や よ い

生時代後半になると，それまでの石と木の農具のほか，鉄

製の刃
は

先
さき

をつけたくわやすきが使われ始めました。

（2）小国の誕
たん

生
じょう

と戦争のはじまり
　稲

いな

作
さく

が本格化すると，たくわえの多い少ないによって，人々

の間に貧富や身分の差が広がっていきました。農作業をさしず

したり，豊作を占
うらな

ったりする指導者もあらわれ，身分の差によ

って，死者を葬
ほうむ

る方法にも差が出てきました。

　また，水や土地，貯
ちょ

蔵
ぞう

された米などをめぐって，村どうしで

戦うようになりました。集団どうしで戦う戦争は，こうして始

まったものと考えられています。敵の侵
しん

入
にゅう

に備えて，村の周囲

に濠
ほり

をめぐらせた環
かん

濠
ごう

集落がつくられるようになりました。
　力の強い村は，周囲の村を従

したが

えて，小さな国となっていきま

した。

（3）中国の歴史書に書かれた日本
　小国の王の中には，中国に使いを送って，勢力を強めようと

する者がいました。

①�　『漢
かん

書
じょ

』地
ち

理
り

志
し

……紀元前 1世紀，倭
わ

（日本）は100あま
りの小国に分かれていました。

②�　『後
ご

漢
かん

書
じょ

』東
とう

夷
い

伝
でん

…… 1世紀には奴
な

国
こく

（福
ふく

岡
おか

市
し

付近）の

王が後
ご

漢
かん

に使いを送り，皇
こう

帝
てい

から「漢
かんの

委
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

」の金印

を授かりました。この金印と考えられるものが，江
え

戸
ど

時代

に志
し

賀
かの

島
しま

（福
ふく

岡
おか

市
し

）で出土しました。

③�　『魏
ぎ

志
し

』倭
わ

人
じん

伝
でん

…… 3世紀，邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

では，卑
ひ

弥
み

呼
こ

が30

あまりの小国を従
したが

えて，まじないによる政治を行っていま

した。239年，卑
ひ

弥
み

呼
こ

は魏
ぎ

に使いを送り，「親
しん

魏
ぎ

倭
わ

王
おう

」の称
しょう

号
ごう

や金印・銅鏡などを授かりました。

弥
や よ い

生時代……小国の成立と邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

いな

2

　…邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

は，もとは男子が王

であったが，国中で争いが続いた。

そこで，国々の王が相談して，一

人の女性を王にした。それが卑
ひ

弥
み

呼
こ

である。卑
ひ

弥
み

呼
こ

は，まじないに

よって人々を従
したが

えた。年をとって

も結
けっ

婚
こん

せず，弟が政治をたすけた。

女王となってからは，卑
ひ

弥
み

呼
こ

に会

うことのできる者は少ない。……

宮
きゅう

殿
でん

や物見やぐら・とりでがつく

られ，いつも兵士によって守られ

ている。

復元された弥
や よ い

生時代の水田（静
しず

岡
おか

県
けん

の登
と

呂
ろ

遺
い

跡
せき

）

復元された日本最大の銅
どう

鐸
たく

（高さ約135cm）

『魏
ぎ

志
し

』倭
わ

人
じん

伝
でん

より
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（1）古
こ

墳
ふん

時代のはじまり
　 3世紀半ばから 4世紀にかけて，近

きん

畿
き

地方を中心に，前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

とよばれる大きな古
こ

墳
ふん

（大
おお

王
きみ

や豪
ごう

族
ぞく

の墓）がつくられ始めまし

た。古
こ

墳
ふん

は，ヤマト政
せい

権
けん

の勢力拡
かく

大
だい

にともなって，各地でつくら

れるようになりました。

（2）ヤマト政
せい

権
けん

の国土統一
　ヤマト政

せい

権
けん

は，大
や ま と

和地方（奈
な

良
ら

県
けん

）を中心とした大
おお

王
きみ

（後の天
てん

皇
のう

）と豪
ごう

族
ぞく

たちによる連合政
せい

権
けん

です。 5世紀後半には，九州中部

から関東地方にまで勢力を広げました。

（3）朝
ちょう

鮮
せん

半島への進出
　国土の統一をほぼ終えたヤマト政

せい

権
けん

は，すすんだ技術や鉄
てつ

資
し

源
げん

を求めて，朝
ちょう

鮮
せん

半島南部の伽
か

耶
や

諸
しょ

国
こく

（加
か

羅
ら

）との結びつきを

強めました。 4世紀末には，百
ペク

済
チェ

く だ ら
と結んで高

コ

句
グ

麗
リョ

こう く り
と戦いました。

高
コ

句
グ

麗
リョ

こう く り
の好

こう

太
たい

王
おう

（広
こう

開
かい

土
ど

王
おう

）の碑
ひ

には，好
こう

太
たい

王
おう

が倭
わ

の軍を破った

ことが書かれています。

　 5世紀の倭
わ

の王は，五代にわたって中国の南朝に使いを送り，

朝
ちょう

鮮
せん

半島南部の支配を認
みと

めてもらおうとしました。この倭
わ

の五王

の最後の武
ぶ

は雄
ゆう

略
りゃく

天
てん

皇
のう

にあたるとされています。また，稲
い な り

荷山
やま

古
こ

墳
ふん

（埼
さい

玉
たま

県
けん

）や江
え

田
た

船
ふな

山
やま

古
こ

墳
ふん

（熊
くま

本
もと

県
けん

）から出土した刀
とう

剣
けん

に記さ

れたワカタケル大
のおお

王
きみ

と同一人物であると考えられています。

（4）渡
と

来
らい

人
じん

と文化の伝来
　大陸との交流が深まるとともに，朝

ちょう

鮮
せん

半島・中国から日本に移

り住む人（渡
と

来
らい

人
じん

）が増え，養
よう

蚕
さん

・機
はた

織
お

り・製鉄・土木工事など

の技術を伝えました。

　百
ペク

済
チェ

く だ ら
からは，漢字のほか， 5世紀に儒

じゅ

教
きょう

が， 6世紀に仏教が，
それぞれ伝えられました。これらは，その後の日本の文化や日本

人の考え方に大きな影
えい

響
きょう

をあたえました。

（5）強まる蘇
そ

我
が

氏
し

の勢力
　 6世紀には，ヤマト政

せい

権
けん

の内部で，豪
ごう

族
ぞく

どうしの勢力争いがは

げしくなりました。有力な豪
ごう

族
ぞく

の中でも，大
おお

王
きみ

とつながりをもち，

多数の渡
と

来
らい

人
じん

をかかえていた蘇
そ

我
が

氏
し

が，物
もの

部
のべ

氏
し

を滅
ほろ

ぼして，政治

を動かすようになりました。

古
こ

墳
ふ ん

時代・飛
あ す か

鳥時代……大
おお

王
きみ

と豪
ごう

族
ぞく

の政治
こ

3

高句麗
コ グ リョ

こう く り

新羅
シルラ

倭
わ

しらぎ

百済
ペク

くだら

チェ

好太王の碑
こうたいおう ひ

伽耶
諸国

か

しょこく

や

南北朝

　 5世紀以
い

降
こう

，隋
ずい

によって統一

されるまで，中国は大きく南北

に分かれ，さまざまな王朝が成

立し，滅
ほろ

びました。このころを，

南北朝時代といいます。

ワカタケル大
のおお

王
きみ

の文字が刻
きざ

まれた鉄
てっ

剣
けん

と鉄刀

鉄
てっ

剣
けん

（埼
さい

玉
たま

県
けん

の

稲
い な り

荷山
やま

古
こ

墳
ふん

）

鉄刀（部分）
（熊

くま

本
もと

県の

江
え

田
た

船
ふな

山
やま

古
こ

墳
ふん

）

４世紀ごろの朝
ちょう

鮮
せん

半島

　
　
ワ
　
カ
　
タ
　
ケ
　
ル
　
大
　
王
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（6）推
すい

古
こ

天
てん

皇
のう

らの政治
　推

すい

古
こ

天
てん

皇
のう

は，593年，聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（厩
うまや

戸
との

皇
おう

子
じ

うまやどのおう じ
）を摂

せっ

政
しょう

とし，

大
おお

臣
おみ

の蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

の協力のもとに，大
おお

王
きみ

を中心とした政治をめ

ざして，政治の改
かい

革
かく

をすすめました。

　推
すい

古
こ

天
てん

皇
のう

のころからの約100年間は，飛
あ す か

鳥地方（奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

南部）に朝
ちょう

廷
てい

がおかれたことから，飛
あ す か

鳥時代ともよばれてい
ます。

（7）大
たい

化
か

の改新
　①�　大

たい

化
か

の改新のはじまり……聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

の死後，蘇
そ

我
が

氏
し

の勢力は大
おお

王
きみ

をしのぐほどになりました。そこで，645

（大
たい

化
か

元）年，中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

（後の天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

）や中
なか

臣
とみのかま

鎌足
たり

（後

の藤
ふじ

原
わらのかま

鎌足
たり

）らは，蘇
そ

我
がの

蝦
え み し

夷・入
いる

鹿
か

父子を滅
ほろ

ぼし，大
おお

王
きみ

中心の強い国をつくろうと，政治の改
かい

革
かく

にとりかかりま

した。この改
かい

革
かく

を大
たい

化
か

の改新といいます。
　②�　新しい土地制度……大

たい

化
か

の改新の前には，大
おお

王
きみ

や豪
ごう

族
ぞく

が，土地と人民を直接支配していました。

　　�　646年に改新の 詔
みことのり

（天
てん

皇
のう

の命令）が出され，土地制

度などの政治の方
ほう

針
しん

が示されました。

（8）白
はく

村
そん

江
こう

はくすきのえ
の戦い

　 7世紀，唐
とう

と結んだ新
シ ル ラ

羅
し ら ぎ
がまず百

ペク

済
チェ

く だ ら
を，次いで高

コ

句
グ

麗
リョ

こう く り
を滅

ほろ

ぼし，676年に朝
ちょう

鮮
せん

半島を統一しました。これより前，百
ペク

済
チェ

く だ ら

が新
シ ル ラ

羅
し ら ぎ
に滅

ほろ

ぼされると，日本は百
ペク

済
チェ

く だ ら
をたすけるために大軍を

送りましたが，663年，白
はく

村
そん

江
こう

はくすきのえ
の戦いで唐

とう

・新
シ ル ラ

羅
し ら ぎ
の連合軍に

敗れました。

　この後，中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

は都を飛
あ す か

鳥（奈
な

良
ら

県
けん

）から大
おお

津
つ

（滋
し

賀
が

県
けん

）に移し，天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

として即
そく

位
い

しました。天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

は，初

めて全国的な戸
こ

籍
せき

をつくり，改新の政治をすすめました。

1 �　冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

（603年）……朝
ちょう

廷
てい

の役人の位を決め，

才能のある人を役人にとりたてる道を開きました。

2 �　憲
けん

法
ぽう

十七条（604年）……朝
ちょう

廷
てい

の役人たちに，政

治を行うときの心がまえを示しました。

3 �　仏教のすすめ……豪
ごう

族
ぞく

たちに，仏教をすすめま

した。聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

は，四
し

天
てん

王
のう

寺
じ

（大
おお

阪
さか

府
ふ

）や法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

（奈
な

良
ら

県
けん

）を建
こん

立
りゅう

したといわれています。

4 �　遣
けん

隋
ずい

使
し

の派
は

遣
けん

……中国のすすんだ制度や文化を

とり入れるため，607年に小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

を隋
ずい

につかわし

ました。この遣
けん

隋
ずい

使
し

は，隋
ずい

との対等の外交をめざ

すものでした。このときの留学生や留
りゅう

学
がく

僧
そう

によっ

てもたらされた新しい知識は，その後の政治にい

かされていきました。

遣
けん

唐
とう

使
し

　630年，第一回遣
けん

唐
とう

使
し

として犬
いぬ

上
がみの

御
み

田
た

鍬
すき

が派
は

遣
けん

されてから，菅
すが

原
わらのみち

道真
ざね

の意

見によって894年に停止されるまで，

遣
けん

唐
とう

使
し

が約260年の間に十数回送られ

ました。

　ただし，遣
けん

唐
とう

使
し

が停止された後も，

日本と中国の間で，民間の交流は活発

に続けられ，日本は引き続き中国の文

化などの影
えい

響
きょう

を受けました。

改新の 詔
みことのり

による土地制度の方
ほう

針
しん

・�これまで大
おお

王
きみ

や豪
ごう

族
ぞく

が支配していた

土地と人民は，公地公民とされ，国

家が直接支配する。

・�戸
こ

籍
せき

をつくって，人民に田を分けあ

たえる。

仏教の広まりと飛
あ す か

鳥文化

　推
すい

古
こ

天
てん

皇
のう

のころ，豪
ごう

族
ぞく

の勢力を示す

ものが古
こ

墳
ふん

から寺院にかわっていきま

した。このころ，日本で最初の仏教文

化である飛
あ す か

鳥文化が栄えました。
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（9）壬
じん

申
しん

の乱
らん

　天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

が亡
な

くなると，後つぎをめぐって，672年，天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

の弟（大
おお

海
あ

人
まの

皇
おう

子
じ

）と子どもの間で壬
じん

申
しん

の乱
らん

が起こりました。こ

の戦いには大
おお

海
あ

人
まの

皇
おう

子
じ

が勝利して天
てん

武
む

天
てん

皇
のう

となりました。天
てん

武
む

天
てん

皇
のう

は，都を飛
あ す か

鳥にもどしました。

（10）藤
ふじ

原
わら

京
きょう

の建設
　天

てん

武
む

天
てん

皇
のう

の皇
こう

后
ごう

であった持
じ

統
とう

天
てん

皇
のう

は，694年，都を藤
ふじ

原
わら

京
きょう

に移

しました。現在の奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

南部につくられた藤
ふじ

原
わら

京
きょう

は，日本で最

初の，計画的につくられた本格的な都でした。

（11）律
りつ

令
りょう

政治の確立
　①�　大

たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

の制定……政治のしくみは，701（大
たい

宝
ほう

元）年の

大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

の制定によって，ほぼ整えられました。

　②�　中央と地方の政治……天
てん

皇
のう

のもとに二官八省がおかれ，太
だい

政
じょう

官
かん

が決めた政
せい

策
さく

にもとづいて，それぞれの省が実際に政治

を行いました。

　　�　地方は国・郡・里に分けられ，それぞれに国
こく

司
し

・郡
ぐん

司
じ

・里
り

さと

長
ちょう

おさ
がおかれました。国

こく

司
し

は都から派
は

遣
けん

された貴
き

族
ぞく

で，郡
ぐん

司
じ

に

はその地方の豪
ごう

族
ぞく

が，里
り

長
ちょう

さとおさ
には有力な農民が任命されました。

　唐
とう

の制度をもとにした律
りつ

令
りょう

は，その後長い間，朝
ちょう

廷
てい

の政治のよ

りどころとなりました。律
りつ

令
りょう

政治は，中央や地方の豪
ごう

族
ぞく

が天
てん

皇
のう

に

仕える役人となってすすめられました。その中で，特に中央の上

級の役人が，貴
き

族
ぞく

とよばれるようになりました。

（12）律
りつ

令
りょう

のもとでの農民の負
ふ

担
たん

　律
りつ

令
りょう

のもとで，農民には重い負
ふ

担
たん

が課せられました。農民の生

活は苦しく，口
く

分
ぶん

田
でん

からの収
しゅう

穫
かく

だけでは，くらしをたてることが

できませんでした。

班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

の法

　律
りつ

令
りょう

によると，土地制度は公地

公民が原則で，班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

の法によ

って定められていました。

・�朝
ちょう

廷
てい

は， 6年ごとに戸
こ

籍
せき

をつく

る。

・�戸
こ

籍
せき

にもとづいて， 6歳
さい

以上の

男子には 2 段
たん

（約23ａ
アール

），女子

にはその 3分の 2の口
く

分
ぶん

田
でん

を割
わ

りあてる。

・口
く

分
ぶん

田
でん

は，死ぬと国に返させる。

農民のおもな負
ふ

担
たん

〈税〉

　租
そ

　　�口
く

分
ぶん

田
でん

にかける税。収
しゅう

穫
かく

の約 3％の稲
いね

を地方

の役所に納
おさ

める。女子も負
ふ

担
たん

する。

　調
ちょう

　　�地方の特産物を都に納
おさ

める。

　庸
よう

　　�都で10日間働く代わりに，布を都に納
おさ

める。

〈労
ろう

役
えき

〉

　雑
ぞう

徭
よう

　　�国
こく

司
し

のもとで，一年に60日以内の労働をする。

〈兵
へい

役
えき

〉　

　兵士　　�成年の男子約三人につき一人を兵士とする。

　衛
え

士
じ

　　�兵士から選ばれ，一年間都の守りにつく。

　防
さき

人
もり

　　�兵士から選ばれ，三年間九州の守りにつく。

区画された土地（奈
な

良
ら

県
けん

）
口

く

分
ぶ ん

田
で ん

を支給しやすいように，耕地は四

角く区画されました。このような制度を

条
じょう

里
り

制
せ い

といいます。上の写真では，この

区画のなごりが見られます。

大
おお

王
きみ

から天
てん

皇
のう

へ

　大
おお

王
きみ

が正式に天
てん

皇
のう

とよばれる

ようになったのは，７世紀後半の

天
てん

武
む

天
てん

皇
のう

のころからと考えられ

ています。
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（1）平
へい

城
じょう

京
きょう

　710年，元
げん

明
めい

天
てん

皇
のう

は，唐
とう

の都長
ちょう

安
あん

にならって，

奈
な

良
ら

に平
へい

城
じょう

京
きょう

をつくり，都を移しました。平
へい

城
じょう

京
きょう

は，東西が約 6 km，南北が約 5 kmある，

計画都市でした。北部の中央には皇
こう

居
きょ

（天
てん

皇
のう

の住まい）や役所などがおかれました。

　平
へい

城
じょう

京
きょう

には全国各地から調
ちょう

や庸
よう

が運ばれて

きました。都に納
おさ

められたこれらの税には，

木
もっ

簡
かん

とよばれる木の札が，荷札としてつけら

れていました。

（2）聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の政治
　聖

しょう

武
む

天
てん

皇
のう

は，仏教の力によって社会の不安

をしずめようとし，国ごとに国分寺を，都の
東
とう

大
だい

寺
じ

には大仏をつくらせました。

　唐
とう

の高
こう

僧
そう

鑑
がん

真
じん

は苦
く

難
なん

の末に来日し，僧
そう

が守

るべききまりである戒
かい

律
りつ

を授けました。日本

の仏教の制度を整え，唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

を開きました。

　しかし一方では，政治と仏教の結びつきが

強まり，後には，道
どう

鏡
きょう

のように政治に口出し

する僧
そう

もあらわれて，政治が乱
みだ

れていきまし

た。

（3）新しい土地政
せい

策
さく

　①�　口
く

分
ぶん

田
でん

の不足……農民の中には，負
ふ

担
たん

にたえかねて口
く

分
ぶん

田
でん

をすて，ほかの土地に逃
に

げる者もいました。すてら

れた口
く

分
ぶん

田
でん

が荒
あ

れる一方で，人口が増加して，口
く

分
ぶん

田
でん

が

足りなくなってきました。

　②�　新しい法
ほう

律
りつ

と荘
しょう

園
えん

の発生……723年に三
さん

世
ぜ

一
いっ

身
しん

の法が
出され，開

かい

墾
こん

した土地の私
し

有
ゆう

が期限つきで認
みと

められまし

た。しかし，期限つきのこの法令はあまり効果をあげな

かったため，743年に墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざい

法
ほう

が出され，開
かい

墾
こん

し

た土地（墾
こん

田
でん

）を永久に私
し

有
ゆう

することを許しました。

　　�　その結果，経
けい

済
ざい

力
りょく

のある貴
き

族
ぞく

や寺院，地方の豪
ごう

族
ぞく

など

は，農民などを使ってさかんに開
かい

墾
こん

を行い，後に荘
しょう

園
えん

と

よばれるようになる私
し

有
ゆう

地
ち

を増やしていきました。

奈
な

良
ら

時代……天
てん

皇
のう

による政治
へい

4

各地から平
へい

城
じょう

京
きょう

に運ばれてきたおもな調
ちょう

荘
しょう

園
えん

の図
紀

き

伊
い

国（和
わ

歌
か

山
や ま

県
け ん

）の荘
しょう

園
え ん

です。9世紀に開発

され，12世紀に京
きょう

都
と

の寺に寄進されました。

●が荘
しょう

園
え ん

の境界を示しています。

平
へい

城
じょう

京
きょう

に伝えられた世界の文化

　聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

のころには，貴
き

族
ぞく

中心の仏教文化である天
てん

平
ぴょう

文化が栄えました。この文化は，唐
とう

との交流を通じて，

遠く西アジアやインドの文化の影
えい

響
きょう

も受けています。校
あぜ

倉
くら

造
づくり

で知られる東
とう

大
だい

寺
じ

の正
しょう

倉
そう

院
いん

には，聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の遺
い

品
ひん

な

どが収
おさ

められてきました。

あかね…染
せん

料
りょう

むらさき草…染
せん

料
りょう

真
ま

綿
わた

…まゆを煮
に

て
引きのばし,綿に
したもの

わかめ

布

くるみ
大豆
米

米
米 米鍬

くわ 塩 かつお

真
ま

綿
わた

あわび
真
ま

綿
わた

むらさき草
むらさき草
米

牛の皮

米　塩
鍬
くわ

　くり
かに　いわし

米
真
ま

綿
わた

わかめ
あわび

あゆ
わかめ
のり

米
わかめ
さけ

米
わかめ

米
油
いか
小麦
かつお
さけ

真
ま

綿
わた

米
ふな
さば
たい

米
いわし
わかめ
うに

あゆ
さけ
しか肉

わかめ
あわび
わかめ
布
あかね
布

油　わかめ
乳
にゅう

製
せい

品
ひん

いのしし肉

かつお
みかん
海
かい

藻
そう

米
油
塩

米　すずき　たい
塩　海

かい

藻
そう

　赤魚
くろだい　さめ

わかめ
米　塩
あじ
たい

米
あゆ

米　しか肉　塩　小麦　かつお
うに　大豆　あわび　あゆ

塩　米　
わかめ　たこ
しか肉　たい
あじ

米　鍬
くわ

塩　大豆
くり　くらげ
豆でつくった
調味料
あかね

米
酒
くり
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（1）平
へい

安
あん

京
きょう

と律
りつ

令
りょう

政治の立て直し
　①�　平

へい

安
あん

京
きょう

への遷
せん

都
と

……桓
かん

武
む

天
てん

皇
のう

は，仏教勢力を政治から切
き

り

離
はな

して，律
りつ

令
りょう

政治を立て直そうとしました。寺院を奈
な

良
ら

に残

したまま，784年に長
なが

岡
おか

京
きょう

（京
きょう

都
と

府
ふ

）に都を移しましたが，

都づくりがうまくすすまなかったため，794年に平
へい

安
あん

京
きょう

（京
きょう

都
と

市
し

）に移しました。

　　�　平
へい

安
あん

京
きょう

は，都が東
とう

京
きょう

に移されるまでの約1100年間，日本の

都でした。

　②�　桓
かん

武
む

天
てん

皇
のう

の政治……桓
かん

武
む

天
てん

皇
のう

は，地方の政治をひきしめる

ため，国
こく

司
し

をきびしく監
かん

督
とく

しました。また，朝
ちょう

廷
てい

の支配に抵
てい

抗
こう

する蝦
え み し

夷をおさえるため，坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

を征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任

命して東北地方に派
は

遣
けん

し，蝦
え み し

夷をおさえました。

　　�　しかし，平
へい

安
あん

京
きょう

の建設や蝦
え み し

夷との戦いは，国や人々にとっ

て大きな負
ふ

担
たん

となり，この二大事業は中断されました。

（2）摂
せっ

関
かん

政治
　律

りつ

令
りょう

政治の立て直しにかかわって，勢力を強

めたのが藤
ふじ

原
わら

氏
し

でした。策
さく

略
りゃく

を用いて有力な貴
き

族
ぞく

を退けながら，娘
むすめ

を天
てん

皇
のう

の后
きさき

とし，生まれた

子を天
てん

皇
のう

にたてて，勢力を拡
かく

大
だい

したのです。

　 9世紀に藤
ふじ

原
わらのよし

良房
ふさ

が摂
せっ

政
しょう

に，その子基
もと

経
つね

が関
かん

白
ぱく

になったのが，摂
せっ

関
かん

政治のはじまりです。11
世紀前半の藤

ふじ

原
わらのみち

道長
なが

とその子頼
より

通
みち

のころが，摂
せっ

関
かん

政治の全
ぜん

盛
せい

期
き

でした。朝
ちょう

廷
てい

の重要な役職は藤
ふじ

原
わら

氏
し

が独
どく

占
せん

し，国
こく

司
し

からの贈
おく

り物
もの

や多くの荘
しょう

園
えん

からの収
しゅう

入
にゅう

によって，藤
ふじ

原
わら

氏
し

は栄えました。

　その一方，国
こく

司
し

に任せきりにされた地方の政

治は，一
いっ

層
そう

乱
みだ

れていきました。

（3）武士のおこり
　政治が乱

みだ

れてくると，各地で犯罪や土地をめ

ぐる争いが増えたため，朝
ちょう

廷
てい

は，武芸にすぐれ

た地方の豪
ごう

族
ぞく

たちに，犯罪の取りしまりや反
はん

乱
らん

の平定を命じました。都では，朝
ちょう

廷
てい

の武人に貴
き

族
ぞく

の屋
や

敷
しき

などの警
けい

備
び

を行わせました。これらが，

武士のおこりと考えられています。

平
へい

安
あ ん

時代……貴
き

族
ぞく

の政治
へい

5

蝦
え み し

夷の指導者・アテルイをたたえる碑
ひ

アテルイは，朝
ちょう

廷
て い

の軍に根強く抵
て い

抗
こ う

しま

した。この碑
ひ

は，坂
さかの

上
うえの

田
た

村
む ら

麻
ま

呂
ろ

が建
こ ん

立
りゅう

し

たとされる京
きょう

都
と

の清
き よ

水
み ず

寺
で ら

にあります。

貴
き

族
ぞく

のくらし
藤
ふ じ

原
わらのより

頼通
み ち

が，天
て ん

皇
の う

と皇
こ う

太
た い

子
し

をもてなすようすを描
え が

いた絵です。

貴
き

族
ぞく

の護衛をする武士
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（4）武士の成長
　①�　源

げん

氏
じ

と平
へい

氏
し

……武士は，武士団をつくるようになりました。武士団

の中で有力になったのは，平
へい

氏
し

（桓
かん

武
む

天
てん

皇
のう

の子孫）と源
げん

氏
じ

（清
せい

和
わ

天
てん

皇
のう

の子孫）でした。

　②�　平
たいらの

将
まさ

門
かど

の乱
らん

と藤
ふじ

原
わらのすみ

純友
とも

の乱
らん

……935年，下
しも

総
うさ

国（千
ち

葉
ば

県
けん

・茨
いばら

城
き

県
けん

の

一部）の豪
ごう

族
ぞく

であった平
たいらの

将
まさ

門
かど

が，関東で反
はん

乱
らん

を起こしました。939年

には，伊
い

予
よ

国（愛
え

媛
ひめ

県
けん

）の役人であった藤
ふじ

原
わらのすみ

純友
とも

が，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の海
かい

賊
ぞく

を率いて，西
さい

国
ごく

を荒
あ

らし回
まわ

りました。

　　�　これらの反
はん

乱
らん

は，地方の武士の力をかりなければ，しずめることが

できませんでした。このため，都の貴
き

族
ぞく

たちは，武士の実力を認
みと

める

ようになりました。

（5）院政
　1086年，白

しら

河
かわ

天
てん

皇
のう

は， 8歳
さい

の皇
おう

子
じ

に位をゆずって上
じょう

皇
こう

となっ

た後も，院（上
じょう

皇
こう

の屋
や

敷
しき

）で政治を行いました。このようにし

て院政が始まると，藤
ふじ

原
わら

氏
し

は急速におとろえていきました。

（6）平
へい

氏
し

の政治
　院政が始まると，上

じょう

皇
こう

と天
てん

皇
のう

が対立するようになりました。

これに藤
ふじ

原
わら

氏
し

内部の争いが結びついて，1156（保
ほう

元
げん

元）年，保
ほう

元
げん

の乱
らん

が起こりました。このとき天
てん

皇
のう

方で勝利した平
たいらの

清
きよ

盛
もり

と

源
みなもとの

義
よし

朝
とも

が対立するようになり，1159（平
へい

治
じ

元）年に平
へい

治
じ

の乱
らん

が起こりました。この戦いに勝利して政治の実
じっ

権
けん

をにぎった 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

は武士として最初の太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

になり，娘
むすめ

を天
てん

皇
のう

の后
きさき

にして，

勢力をふるいました。平
へい

氏
し

一族は，朝
ちょう

廷
てい

の重要な役職をほぼ独
どく

占
せん

するとともに，多くの荘
しょう

園
えん

をもち，富をたくわえました。

（7）日
にっ

宋
そう

貿易
　平

へい

氏
し

は，宋
そう

との貿易（日
にっ

宋
そう

貿易）でも大きな利益をあげました。
平
たいらの

清
きよ

盛
もり

は，大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

（現在の神
こう

戸
べ

港
こう

の一部）を整備し，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の航路を整えました。また，航海の守り神として，厳
いつく

島
しま

神
社（広

ひろ

島
しま

県
けん

）をあつく信
しん

仰
こう

しました。

（8）平
へい

氏
し

の滅
めつ

亡
ぼう

　1180年，平
たいらの

清
きよ

盛
もり

によって伊
い

豆
ず

に流されていた 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

（ 源
みなもとの

義
よし

朝
とも

の息子）が平
へい

氏
し

打
だ

倒
とう

の兵をあげ，各地で平
へい

氏
し

の軍を破りま

した。1185年，壇
だん

ノ浦
うら

の戦い（山
やま

口
ぐち

県
けん

）で，頼
より

朝
とも

の弟の 源
みなもとの

義
よし

経
つね

によって，平
へい

氏
し

は滅
ほろ

ぼされました。

10世紀の中国と朝
ちょう

鮮
せん

半島

　①�　中国……907年に唐
とう

が滅
めつ

亡
ぼう

しま

した。分
ぶん

裂
れつ

した状態が続いた後，

979年に，宋
そう

が中国を統一しまし

た。

　②�　朝
ちょう

鮮
せん

半島……936年，新
シルラ

羅
しら ぎ
に代

わって高
コ

麗
リョ

こうらい
が朝

ちょう

鮮
せん

半島を統一しま

した。

〈日本の輸出品〉

　　金・硫
いおう

黄・刀
とう

剣
けん

・漆
しっ

器
き

　など

〈日本の輸入品〉�

　　銅銭（宋
そう

銭
せん

）・陶
とう

磁
じ

器
き

・薬品　など

平
へい

治
じ

の乱
らん

日
にっ

宋
そう

貿易のおもな輸出入品

前
ぜん

九
く

年
ねん

の役
えき

と

後
ご

三
さん

年
ねん

の役
えき

（前
ぜん

九
く

年
ねん

合
かっ

戦
せん

と

後
ご

三
さん

年
ねん

合
かっ

戦
せん

）

　11世紀後半に東北地方

で起こった豪
ごう

族
ぞく

たちの争

い。東国の武士を率いた

源
みなもとの

義
よし

家
いえ

らによってしず

められ，源
げん

氏
じ

の勢力が東
とう

国
ごく

に広まりました。
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1　次の文を読んで，後の問いに答えなさい。

1 �　日本列島は大陸と陸続きでした。人々は洞
どう

くつなどに住み，狩
か

りなどをしながら移住していま

した。狩
か

りには，①黒曜石などの打製石器を使っていました。

2 �　人々は台地の上などに Ａ 住居をつくって定住し，②村をいとなんでいました。縄
なわ

目
め

のもよ

うなどの特色がある土器をつくり，食物を煮
に

炊
た

きしていました。

3 �　人々は協力して③米づくりを行い，収
しゅう

穫
かく

した稲
いね

は高
たか

床
ゆか

倉庫にたくわえました。うすくてかたい

土器や④金属器も使われました。次
し

第
だい

に有力な村がまわりの村を従
したが

え，⑤国がつくられました。

4 �　大
や ま と

和地方の豪
ごう

族
ぞく

が Ｂ を中心にまとまり，⑥ヤマト政
せい

権
けん

をつくりました。豪
ごう

族
ぞく

たちは墓とし

て⑦古
こ

墳
ふん

をつくっていました。また，⑧中国や朝
ちょう

鮮
せん

半島から日本に来た人々は，さまざまな技術

をもたらしました。

問�1　 Ａ にあてはまることばを答えなさい。

問�2�　 Ｂ は，後に天
てん

皇
のう

とよばれるようになりました。 Ｂ にあ

てはまることばを答えなさい。

問�3�　下線①が発見され，日本に旧石器時代があったことが明らかに

なった遺
い

跡
せき

を次から選んで，記号で答えなさい。また，その位置

を右の地図から選んで，記号で答えなさい。

　　ア　吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺
い

跡
せき

　　　イ　登
と

呂
ろ

遺
い

跡
せき

　　　ウ　三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺
い

跡
せき

　　　エ　岩
いわ

宿
じゅく

遺
い

跡
せき

問�4　下線②について，村の近くで貝がらやこわれた道具などがすてられたところを何といいますか。
問�5�　下線③について述べた文として正しくないものを次から選んで，記号で答えなさい。

　　ア　田げたをはいて田植えをしました。　　　イ　石包丁で稲
いね

の穂
ほ

をつみ取って収
しゅう

穫
かく

しました。

　　ウ　脱
だっ

穀
こく

にはすきやくわを使いました。　　　エ　沖
おき

縄
なわ

では稲
いな

作
さく

は行われていませんでした。

問�6�　下線④について，銅
どう

鐸
たく

はおもにどのような道具として利用されましたか。次から選んで，記号で

答えなさい。

　　ア　農具　　　イ　工具　　　ウ　武器　　　エ　祭器

問�7�　下線⑤について，このような国の一つに奴
な

国
こく

がありました。奴
な

国
こく

の王に金印を授けた中国の王朝

の名を漢字 1字で答えなさい。

問�8�　下線⑥が 5世紀後半に支配していた地
ち

域
いき

として正しいものを次から選んで，記号で答えなさい。

　　ア　近
きん

畿
き

地方から東北地方の北部　　　　イ　九州の中部から関東地方

　　ウ　東北地方の南部から北海道地方　　　エ　九州の南部から近
きん

畿
き

地方

問�9　下線⑦について，堺
さかい

市
し

にある日本最大級の古
こ

墳
ふん

を次から選んで，記号で答えなさい。

　　ア　稲
い な り

荷山
やま

古
こ

墳
ふん

　　　イ　大
だい

仙
せん

古
こ

墳
ふん

　　　ウ　高
たか

松
まつ

塚
づか

古
こ

墳
ふん

　　　エ　五
ご

色
しき

塚
づか

古
こ

墳
ふん

　

問10　下線⑧について，中国や朝
ちょう

鮮
せん

半島から日本にわたってきた人々を何といいますか。

練習問題

カ

キ

ク

ケ
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2　奈
な

良
ら

時代の歴史上の人物が自分のことを語った次の文をよく読んで，後の問いに答えなさい。

あ�　わたしの父は，①中
なかのおお

大兄
えの

皇
おう

子
じ

と協力して大化の改新に取り組みました。そのことを認
みと

められ，

父は死の間際に藤
ふじ

原
わら

の姓
せい

をたまわりました。701年に定められた Ａ 律
りつ

令
りょう

によって，中
なかのおお

大兄
えの

皇
おう

子
じ

やわたしの父がめざした②政治のしくみが完成しました。また，娘
むすめ

たちを天
てん

皇
のう

の后
きさき

にして，一

族の繁
はん

栄
えい

の基
き

礎
そ

をきずきました。

い�　わたしは，伝
でん

染
せん

病
びょう

やききん，皇
こう

族
ぞく

や貴
き

族
ぞく

の争いなどをしずめるため，全国の Ｂ 寺の中心と

なる東大寺に大仏をつくることを命じました。民
みん

衆
しゅう

からしたわれていた行
ぎょう

基
き

という僧
そう

にも協力さ

せて，この大事業をなしとげました。しかし，工事の負
ふ

担
たん

などで，かえって民
みん

衆
しゅう

を苦しめてしま

うことになりました。わたしの遺
い

品
ひん

は，東大寺にある③正
しょう

倉
そう

院
いん

に収
おさ

められています。

う�　わたしは日本の僧
そう

の制度を整えるため，六度目の試みで④苦
く

難
なん

の航海をへて，ようやく日本に

たどりつくことができました。仏教のほかにも，彫
ちょう

刻
こく

技術や薬草の知識などを伝え，⑤奈
な

良
ら

の都

に⑥大きな寺を開きました。

え�　わたしは中国で学んだ後，国司を務めました。当時の農民は重い税の負
ふ

担
たん

や労
ろう

役
えき

，⑦兵
へい

役
えき

に苦

しめられていました。そんな人々の苦しみの声をうたったわたしの歌は，「貧
ひん

窮
きゅう

問
もん

答
どう

歌
か

」として，

『万
まん

葉
よう

集
しゅう

』に収
おさ

められています。

問�1　 Ａ ・ Ｂ にあてはまることばを答えなさい。

問�2�　下線①は，後に天
てん

皇
のう

に即
そく

位
い

しました。何という天
てん

皇
のう

になりましたか。また，天
てん

皇
のう

に即
そく

位
い

するより

前に起きた戦いを次から選んで，記号で答えなさい。

　　ア　文
ぶん

永
えい

の役
えき

　　　イ　応
おう

仁
にん

の乱
らん

　　　ウ　一
いち

ノ
の

谷
たに

の戦い　　　エ　白
はく

村
そん

江
こう

はくすきのえ
の戦い

問�3�　下線②について，この政治のしくみについて述べた文として正しくないものを次から選んで，記

号で答えなさい。

　　ア　天
てん

皇
のう

のもとに二官八省がおかれ，八つの省が実際に政治を行いました。

　　イ　地方におかれた国司・郡司・里長にはそれぞれ，都から派
は

遣
けん

された役人が任命されました。

　　ウ　大陸からの玄
げん

関
かん

口
ぐち

となる九州には大
だ

宰
ざい

府
ふ

がおかれ，九州の政治・外交・防衛を行いました。

　　エ　班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

の法によって， 6歳
さい

以上の男女に口分田が支給され，死ぬと国に返させました。

問�4　下線③に用いられた，断面が三角形の木材を組んで建物をつくる建築様式を何といいますか。
問�5�　下線④について，当時の中国と日本を結ぶ航路は，初めは朝

ちょう

鮮
せん

半島の西岸沿
ぞ

いに移動する安全な

北路がとられていました。しかし， 8世紀に C との関係が悪化すると，東シナ海を横断する危
き

険
けん

な南路にかわりました。 C にあてはまる国を次から選んで，記号で答えなさい。

　　ア　百
ペク

済
チェ

く だ ら
　　　イ　高

コ

句
グ

麗
リョ

こう く り
　　　ウ　新

シ ル ラ

羅
し ら ぎ
　　　エ　高

コ

麗
リョ

こう　らい

問�6　�下線⑤の名を漢字で答えなさい。
問�7�　下線⑥について，この寺を次から選んで，記号で答えなさい。

　　ア　唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

　　　イ　延
えん

暦
りゃく

寺
じ

　　　ウ　法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

　　　エ　広
こう

隆
りゅう

寺
じ

問�8�　下線⑦について，兵士から選ばれ，三年間九州の守りにつく兵
へい

役
えき

を何といいますか。

問�9　い・うの人物をそれぞれ次から選んで，記号で答えなさい。
　　ア　山

やまのうえの

上憶
おく

良
ら

　　　イ　聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

　　　ウ　卑
ひ

弥
み

呼
こ

　　　エ　犬
いぬ

上
がみの

御
み

田
た

鍬
すき

　　　オ　鑑
がん

真
じん
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3　平
へい

安
あん

時代の戦
せん

乱
らん

に関する次の文を読んで，後の問いに答えなさい。

　 Ａ は，一族と争いをくり返して，何度か朝
ちょう

廷
てい

に訴
うった

えられました。かつて仕えたことのある

太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

の①藤
ふじ

原
わらのただ

忠平
ひら

に無罪を訴
うった

えるなどして許されましたが，伯
お

父
じ

たちと対立が続きました。

②常
ひ

陸
たち

国の役所を襲
おそ

って以後，「新
しん

皇
のう

」を名のり，関東地方の大半を支配しました。③やがて朝
ちょう

廷
てい

の

大軍に敗れましたが，死後， Ａ は東
とう

京
きょう

の神
かん

田
だ

明
みょう

神
じん

などにまつられ，今も多くの人が訪
おとず

れています。

問�1　 Ａ にあてはまる人物の名を漢字で答えなさい。

問�2�　下線①の兄の藤
ふじ

原
わらのとき

時平
ひら

は，ある人物を九州へ追放したことで知られています。この人物の名を答

えなさい。また，この人物と関係の深いことを次から選んで，記号で答えなさい。

　　ア　遣
けん

唐
とう

使
し

の停止　　　　　イ　平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

の建
こん

立
りゅう

　　ウ　朝
ちょう

鮮
せん

との国交回復　　　エ　守護・地頭の設置

問�3　下線②は，現在のどの県にあたりますか。次から選んで，記号で答えなさい。
　　ア　群

ぐん

馬
ま

県
けん

　　　イ　神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

　　　ウ　茨
いばら

城
き

県
けん

　　　エ　栃
とち

木
ぎ

県
けん

問�4　下線③に最も近い時期のできごとを次から選んで，記号で答えなさい。
　　ア　桶

おけ

狭
はざ

間
ま

の戦い　　　　　イ　正
しょう

長
ちょう

の土
ど

つち
一
いっ

揆
き

　　ウ　藤
ふじ

原
わらのすみ

純友
とも

の乱
らん

　　　　　エ　後
ご

三
さん

年
ねん

の役
えき

　兄の上
じょう

皇
こう

と弟の天
てん

皇
のう

が朝
ちょう

廷
てい

の実
じっ

権
けん

をめぐって対立し，④摂
せっ

関
かん

家
け

や武士団が上
じょう

皇
こう

方と天
てん

皇
のう

方に分か

れて，保
ほう

元
げん

の乱
らん

が起こりました。天
てん

皇
のう

方についた Ｂ は，上
じょう

皇
こう

方についた叔
お

父
じ

を自らの手で処
しょ

刑
けい

しました。さらに，保
ほう

元
げん

の乱
らん

のときにはともに天
てん

皇
のう

方として戦った源
みなもと

義
のよし

朝
とも

を，⑤三年後の戦
せん

乱
らん

で破

りました。その後， Ｂ は武士として初めての太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

となり，⑥一族の繁
はん

栄
えい

をもたらしました。

問�5　 Ｂ にあてはまる人物の名を漢字で答えなさい。

問�6�　下線④について， 9世紀から11世紀にかけて，摂
せっ

政
しょう

・関
かん

白
ぱく

の地位を独
どく

占
せん

して繁
はん

栄
えい

した一族があり

ました。この一族の全
ぜん

盛
せい

期
き

をきずいた人物と関係の深い史料を次から選んで，記号で答えなさい。

　　ア　なれや知る　都は野辺の　夕ひばり　あがるを見ても　落つる涙
なみだ

は

　　イ　田
た

子
ご

の浦
うら

ゆ　うち出でてみれば　真
ま

白
しろ

にぞ　富
ふ

士
じ

の高
たか

嶺
ね

に　雪は降
ふ

りける

　　ウ　あを
お

によし　奈
な

良
ら

の都は　咲
さ

く花の　におふ
う

がごとく　今さかりなり

　　エ　この世をば　わが世とぞ思ふ
う

　望
もち

月
づき

の　欠けたることも　なしと思へ
え

ば

問�7　下線⑤の戦
せん

乱
らん

の名を答えなさい。

問�8�　下線⑥について，この一族は中国との貿易によっても大きな富を得ました。当時の中国の王朝の

名を漢字で答えなさい。また，この貿易をさかんにするために整えた港の当時の名を答えなさい。

さらに，この貿易で日本に多く輸入されたものを次から 2つ選んで，記号で答えなさい。

　　ア　陶
とう

磁
じ

器
き

　　　イ　銅銭　　　ウ　刀
とう

剣
けん

　　　エ　硫
い お う

黄

Ⅰ

Ⅱ


